
令和６年度 伊勢市青少年相談センター運営協議会議事録 概要版 

 

                   令和６年６月４日（火）15：00～16：00 

                  場所 小俣公民館３階会議室 

 

 

◇出席者 

●出席委員：姫子松大輔委員、林珉山委員、横橋美保志委員、中村光輝委員、 

橋本昌幸委員、亀山知典委員、東一郎委員、野北元昭委員、 

木下真理委員（１０名中９名出席） 

  欠席委員：林雅哉委員 

 ●事 務 局：沖塚相談センター所長（参事兼社会教育課長）、 

       阿部相談センター係長（課長補佐）、相談員 橘 

 

 

１．開会のことば 

 

２．相談センター所長あいさつ 

 

３．運営委員紹介委嘱状及び辞令交付 

伊勢市社会福祉協議会こども支援課長   姫子松大輔 

伊勢保護司会会長      林  珉山（新） 

伊勢市民生委員児童委員協議会連合会主任児童委員 横橋美保志 

伊勢警察署 生活安全課長     中村 光輝 

伊勢市ＰＴＡ連合会長     林  雅哉（新） 

三重県立学校長会南勢地区校長会代表明野高等学校校長 橋本 昌幸（新） 

伊勢市中学校長会代表倉田山中学校校長   亀山 知典（新） 

伊勢市小学校長会代表豊浜西小学校校長   東  一郎（新） 

伊勢市健康福祉部福祉総務課長    野北 元昭 

伊勢市教育委員会事務局学校教育課副参事兼指導係長 木下 真理（新） 

 

※ 任期確認  令和６年６月１日から令和８年５月３１日 

 

４．役員改選 

  会長   林 珉山 （伊勢市保護司会会長） 

  副会長  亀山知典 （伊勢市小中学校長会代表倉田山中校長） 

  

５．令和５年度 伊勢市青少年相談センター活動報告 事務局 阿部係長 

  配付資料「令和６年度伊勢市青少年相談センター概要と歩み」 

      

令和６年度から伊勢市青少年指導員の任期を２年から１年任期へ変更 

     ↓ 

承認。 

 

 

 



６．現状の報告と問題点について 

（１）「少年非行等の状況」について  （伊勢警察署生活安全課長 中村委員より） 

・ 少年検挙補導数も増加傾向が続いている。不良行為少年は県全体としては増え

ているが、伊勢署管内は減少している。大半は深夜徘徊と喫煙が大半を占める。 

 

（２）「小中学校の問題等」について  （学校教育課 副参事 木下委員より） 

・ 令和６年度はコロナ感染症５類移行後、元の状態に戻りつつある。 

・ 伊勢市教育委員会事務局として教員の働き方改革、業務見直しに取り組んで

おり、皆様方にも一層のご理解をお願いしたい。 

 

（３）「学校の現状」について    （中学校長会代表 亀山委員より） 

・ SNSによるトラブル多く、表面化しにくい。小学校卒業から中学校入学時に携

帯電話を持つ生徒が多い、SNS関係や不登校の問題が多い。 

・ ICTの導入やその活用など教員の働き方改革が叫ばれているが、生徒指導や保

護者対応など教員の負担は大きい状況が続いている。 

・ 例年の活動など、見直しが必要となってきている。 

 

（４）「高等学校の現状」について  （南勢地区校長会代表 橋本委員より） 

・ 鳥羽市、志摩市、伊勢市の高等学校が集まり情報共有する南勢地区高等学校

生徒指導協議会を 5月に実施した。 

・ 不登校を経験した生徒や高校生になって不登校状態になった生徒をどのよう

に指導していくかが課題である。 

・ 中学校同様、SNS によるトラブルは見えないものが多く、かつ広域にわたる。 

・ 学校内の基本的な考え方をゼロベースで考え直す必要が出てきている。 

    

（５）「センターの活動」について    （沖塚相談センター所長より） 

・ 事業、業務の精選や見直しなど実施するなか、各方面から今後も様々なご意見を伺

いたい。 

・ 青色パトロールの巡回について、昨年度から変更して地域別のまとまりの学校群

とし、1か月で小学校 22校をクリアするように実施している。 

 

７．令和 6年度青少年相談センター活動方針（案）について  （相談員より） 

・ 夜店や花火も復活し、昨年度からの夜店の巡回回数や担当者の見直し等を実

施している。 

・ 現状報告を参考に、街頭指導等も含め、例年の活動を注視しながら進めてい

きたい。 

・ SNS関係などは、子どもたちを取り巻く環境変化が著しいため、当センターの

アンテナを高くしていきたい。 

・ たよりの発行については小中学校の学期や行事等に沿った時期を目途に発行

していきたい。 

   ↓ 

承認。 

 

８.その他 

  特になし。 


